
平成 25 年度 日本獣医がん学会 第１回理事会・評議会合同会議 議事録 

 

 

日時：2013 年 7 月 7 日(日) 12:10-13:00 

場所：麻布大学８号館 ５Ｆ 8501 講義室 

議長：石田卓夫会長 

参加者：石田卓夫、藤田道郎、杉山大樹、中尾淳、浅葉慎介、溝呂木啓之、武信行紀、理

事 14 名、評議員 44 名 

 

 

下記の議事について報告された。（敬称略） 

【報告事項】 
1．事業報告（石田会長） 

1) 会員数（2013 年 3 月 31 日現在） 

正会員：2043 名 準会員：17 名 名誉会員：1名 会員合計：2061 名 賛助会員：13 社 

 

2）第 7・8回学会報告 

第 7回学会 

正会員：497 名、準会員：3名、非会員：29 名、学生：54 名、 

講師他：53 名（含むアルバイト 17 名）、関係者：23 名、参加者合計：659 名 

 

第 8 回学会 

正会員：419 名、準会員：6名、非会員：34 名、学生：11 名、 

講師他：58 名（含むアルバイト 11 名）、関係者：29 名、参加者合計：557 名 

 

2．各委員会・部会報告 

＜学会運営に関する委員会＞ 

1）学会企画委員会：古川委員長 

・アンケート実施に関して 学会場で参加者に用紙を配布し、学会企画に反映したく集計

を行う。 

 

2）学会雑誌編集委員会：藤田委員長 

・雑誌 Vol.４ No.1 を発刊済み。No.2 は短報の投稿状況により可能である。 

・編集委員組織変更あり。委員は、呰上、浅野、賀川、鈴木、高木、中山、日高、細谷、

圓尾となる。 

 

3）認定医認定委員会：藤田委員長 

・7/7(日) 認定医Ⅱ種試験 187 名、1種一次試験実施予定 26 名 

・10/14(月・祝) 認定医１種２次試験 麻布大学にて 10 名を予定している。 

・２種試験対応の腫瘍学テキストが完成したが、正誤表が多かったこと、重複部分が多く

見られたため、改訂を見据えて次期へ報告をする。 

 

4）専門医制度実行委員会：南委員長 

・特に無し。 

 

5）JONCOL 編集委員会 



・15 号（信田前会長監修）発行予定に関して（信田前会長） 

 進捗は初校が完了し、印刷に入っている。内容は 2013 年１月学会企画を反映したもの

である。 

・JONCOL 電子版（会員特典の変更：資料１（あ））（信田前会長） 

 2013 年９月発刊分より電子版にて会員配布する。ただし、2013 年９月および 2014 年９

月分までは DVD 等を郵送で配布も行う。ダウンロードする場合は、学会 HP からメールア

ドレスの登録をし、１人５回までダウンロードが可能となる。 

なお、印刷済みの雑誌を会員が購入する場合は本体価格 20％であったが、2013 年９月

からは本体価格の 30％割引で販売する。 

 

・16 号の企画編集に関して（井上委員長） 

 第９回学会企画をメインに企画編集段階に入った。 

 

6）学会実行委員会：福山部会長 

・第９回学会 参加者報告 

事前登録 532 名、当日登録 144 名、企業・アルバイト等含め 概算合計 750 名 

 

 

＜学術部会＞ 

1）外科部会（高木副部会長） 

・第 10 回企画を検討中である。 

 

2）放射線療法部会（圓尾部会長） 

・学会企画について 

 ：外科併用の放射線治療について各施設の症例をもとに検討をする。 

 ：各施設紹介（WEB、学会雑誌もしくは Joncol 等）に掲載する。 

 ：部会内勉強会を行いたい意向があり、部会会議時間およびその時間確保を希望する 

3）内科部会（細谷部会長） 

・第 11 回学会で、公開 CPC のような感じで血液系腫瘍を中心にした企画を検討中である。 

 

4）臨床研究部会（呰上部会長） 

・今後の活動方針について検討。 

・臨床研究としては、従来のアドリアマイシンの臨床治験は現状での実施は時期尚早であ

る。 

・過去に統計について講師を招聘したことがあるが、臨床統計の企画を立ち上げる。 

・国内の優れた臨床統計を学会内で報告することを考えており、 

以上について、企画委員会への提案をしていけるようにまとめていく。 

 

5）国際情報部会 

・部会員不在、報告事項なし。 

 

6）病理部会（賀川部会長） 

・診断名の統一性を出せるように病理部会で検討していきたい。 

・臨床獣医師が気軽に別のラボへのセカンドオピニオンを求められるような環境づくりを

したい。 

 



3.その他 

1）渉外・広報担当（武信理事） 

・2013 年９月の日本獣医臨床フォーラムの後援依頼があり、承諾した。 

 

2）その他 

・事務局の業務委託先変更（石田会長）：資料２。 

 (有)コンパニオン･アニマル･カンパニーが株式会社オフィスフクハラに変更とし、事務

局業務を引き継ぐ。事務局請負金額も変更なし。住所変更。 

・今期理事当選の加藤吉男氏が 2013 年３月末にて退会したため、理事１名が減った。 

 

【審議事項】 
1）2012 年度日本獣医がん学会収支決算報告（信田前会長） 

・収支決算報告：資料３ 

・参考資料「前期執行部実績報告」 

 ：収入 2009 年～2010 年に増に考えられる理由は何か？（廉澤評議員）→参加者数・会

員数の増加、認定医委員会はほぼ独立採算であること、その他により収入が上がった。

（信田前会長） 

2）2012 年度日本獣医がん学会：会計監査報告（堀前会計監査） 

→１）２）について一括承認された。 

 

3）今後４年間の学会メインテーマ（石田会長）：資料５ 

・国内の臨床獣医師が興味を持つであろう、そして、疾病統計も加えて検討した。 

 ：質問：第 11 回企画名は、現在では病理学的に変更されているので、名称を変更した

らどうか？（入江評議員）→開催までに検討する（石田会長） 

 → 承認された。 

 

4）第 10 回日本獣医がん学会(大阪)開催に関して（石田会長：資料６ 

・2014 年 1 月 25 日（土）・26 日（日）ホテルニューオータニ大阪 

・収支予想 会場代 560 万円＋人件費＋制作費等 600 万円の赤字予測 

 従来、麻布大学および麻布大学研修医・学生の犠牲の上に成り立っていた。本執行部は

利便性を高め、企業展示を増やし、参加者増を見込んでいる。 

・質問：一般口演座長に交通費等として 10000 円を支払う。（古川企画委員） 

 → 承認された。 

 

5）第 11 回日本獣医がん学会(東京)開催（石田会長）：資料７ 

・東京コンベンションホールでの開催をする。 

・参加費は据え置き。 

・質問：収益を増やし、会員の負担となる参加費値上げをできるだけないようお願いした

い。（信田理事） 

 → 承認された。 

 

6）2013～2017 年度のタイムスケジュール（石田会長）：資料８ 

・スケジュールの説明。学会場は都度承認を得るが、大阪・東京共に新会場での継続開催

を見込んでいる。 

・現執行部発足よりも半年早い予定を組んでいる。 

 → 承認された。 



 

6）JFVSS（日本獣医学専門医奨学基金）への出資（石田会長） 

・一般社団法人として JFVSS が設立し、奨学金を立ち上げ、企業・学会等から寄付金を募

る。留学生はコロラド州立大学での修士２年を受け入れられ、毎年１名は特別枠のレジデ

ントとして採用が確約され、年間の学費・生活費をサポートする。300 万円/年/人の費用

が掛かり、１名が終了するまでの５年間で 1500 万円を要する。2013 年９月スタートする。 

・本学会では 30 万円/年のサポートをする。 

 → 承認された。 
 

7）JFVSS 出資を受けての補正予算案（石田会長）：資料９ 

 → 承認された。 

 

8）世界獣医がん学会に関して（石田会長） 

・世界獣医がん学会を日本での開催に際し、本学会が受け入れてもらえないか。 

・４年に１度、２月頃開催予定。2020 年２月第４回大会候補地として日本開催を計画。 

・本年８月に意思表明、同年 10 月（VCS）にて誘致プレゼンを行う必要がある。12 月に

は開催地が決定される。 

・日本の獣医学を世界的認知に広めること、また、日本はアジアの臨床獣医学をリードし

なければならない立場であり、国際交流を図れる良いチャンスであることがメリットであ

る。どこが実務を担当するのか、大会開催に関してはプロトコルが提供されること、開催

時期が２月であると日本獣医内科学アカデミーとの開催時期が近いため協力体制をとるか

どうかという検討が必要となる。 

・質問：会計収支はどのようになっているのか？（信田理事） → もらった資料に情報

がないため、辻本理事ご本人に尋ねないと不明である。（石田会長） 

・プロジェクトチームをつくり、収支の問題が解消すれば参加表明をする。細部の会計収

支に関しては情報を得た段階で持ち回り理事会を行い、理事に一任とする。 

 → 条件付きで承認された。 

 

9）その他 

・内科学アカデミーの説明会（６月）に参加し、７月５日までに参加の有無、講演内容の

確定が必要で、本理事会に間に合わないため、会長・副会長へ審議を諮り、先方への決定

の連絡を行った。企画内容はリンパ腫とし、細谷先生・小林哲也先生・石田先生らに内

諾・依頼済み。講演料はあるが、交通費は一定の基準を満たさないと支払われないため、

企画に関しては事後報告となったが、審議のほどお願いします（長田評議員・企画委員

会）。 →交通費は本学会が依頼している以上、支払うのが当然（石田会長）。→ 交通

費は本会が負担しないという審議をし、過去の理事会で承認を得ている（杉山副会長）。

過去に承認されたとしても、再審議して必要ならば支払うというのが判断もできる（信田

理事）。なお、事後報告は持ち回り理事会を採用し、大事な要件に関しては、会員の総意

で選ばれた理事に審議を諮るように、また、各委員会・部会で決まったことが即実行でな

いことを認識してください（信田理事）→ 交通費は結構です（細谷理事）→ 細谷先生

は他の役割で交通費が出ることを期待します。今後は改めて考えることになるかも知れな

いが、今回は本会からの交通費は支払わないということにする（石田会長）。 

 

【その他】 
審議事項なし。 

以上。 



資料あ 

Joncol 編集委員会 井上委員長 

 

 

正会員・準会員 

++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++ 

学会開催情報・抄録の無料配布・参加費割引(約 20％)・日本獣医がん学会獣医腫瘍科認定医受験資格 

Joncol 誌 会員特典あり 

No.14 までは無料配布以外の購入は本体価格の 20％割引。 

No.15 より、以下の価格（すべて税込）になります。 

夏号：電子版・無料ダウンロード、雑誌購入は定価 6,825 円→会員価格 4,725 円の割引適用＊あり。 

冬号：電子版・会員特別価格 2,100 円、雑誌購入は定価 6,825 円→会員価格 4,725 円の割引適用＊あり。 

＊会員割引適用の購入方法は、雑誌と電子版の購入方法が異なります。 

【会員割引適用 Joncol 雑誌の購入はコチラ】 

【会員割引適用 Joncol 電子版の購入はコチラ】 

++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++ 

賛助会員 

+++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++ 

学会開催情報・抄録の無料配布・展示・広告割引(約 20％)・参加費無料 

Joncol 誌 会員特典：No.15～夏号は電子版・無料ダウンロード 

+++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++ 



資料２ 

石田会長 

 

事務局に関して 

 

１．事務局業務を委託していた有限会社コンパニオン･アニマル･カンパニーが 2013 年６

月に会社統合のため、2013 年１月に委託業務終了の申し入れがあった。 

 

２．2013 年７月より、事務局業務を株式会社オフィスフクハラ（代表取締役 福原佳

子）に委託し、引き継がれた。 

 

３．事務局費用 

  2013/5/29 年間請負費用 2,821,455 円（税込） 

(有)コンパニオン･アニマル･カンパニー請求 

2013/6/14 ３ヵ月分を清算し、残額 2,116,092 円を学会指定の口座に返金をした。 

 

４．委託先変更に伴い、事務局を下記のとおり変更する。 

 

  日本獣医がん学会 事務局 

〒192-0364 東京都八王子南大沢 5-4-1407 

電話 090-7848-2959 

FAX  042-633-0605 

E-mail：office@jvcs.jp 

（電話および E-mail は変更ありません。） 

 

４．ホームページ等の変更（順次） 

 

 

以上。 



日本獣医がん学会　2012年度収支決算報告　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　資料１資料３

（2012年４月１日～2013年３月31日）

収入の部 金額（円） 明細金額（円） 明細 備　考

　当期年会費 ¥20,690,000

　正会員年会費 2000人×10,000円

　準会員年会費 18人×5000円

　賛助会員年会費 12社×50,000円

　認定委員会 ¥3,131,500

¥2,025,000 II種受験料・登録料　 受験125名	
 出願127名（139名）登録12名

¥270,000 I種一次　受験料 受験30名　出願27名　(30名）

¥420,000 I種二次受験料・登録料 受験12名　出願9名（12名）登録2名

¥145,000 来期受験料

¥271,500 　手帳（1500円/部） 110部＋71部　合計181部

　学会 ¥13,256,000

¥11,403,000 　第７・８回学会参加費 	
 636	
 人＋528	
 人

¥1,730,000 　展示・広告費 15社＋15社　のべ数

¥102,000 　要旨販売 25冊＋4冊　通常時5冊

¥21,000 　懇親会 4名+3名

　その他 ¥385,441

¥230,000 当期以外年会費

¥9,191 　預金利息

¥146,250 会員証・挟込等（不明含）

　小　　計 ¥37,462,941

　繰	
 越	
 金　 ¥45,202,610 （前年度）

　総　　計 ¥82,665,551 (a)

支出の部 金額（円） 明細金額（円） 明細 備　考

　事務人件費 ¥2,678,130

　 ¥2,678,130 　委託費(1300円/人) 1962名

　荷造運賃発送費 ¥633,300 　宅配・切手・発送代 開催案内２回/年、非参加者要旨発送等

　会議交際費 ¥25,693 　会議費

　旅費交通費 ¥7,410 　

　通信費 ¥187,552 　電話・サーバー代等

　消耗品費 ¥106,569

　手数料 ¥458,004 　銀行および口座振替手数料 振込手数料＆ワイドネット

　学会開催 ¥10,980,648

　 ¥5,444,062 　第7回(7月)(場所：麻布大学）

　 ¥5,536,586 　第8回(1月)(場所：麻布大学）

　認定委員会 ¥2,540,448 　認定医関連一式

　Joncol ¥4,955,000 　JONCOL1号分（No.13） １部2500円

　学会雑誌 ¥1,400,024 編集、編集経費　査読料等

　運営費 ¥819,000 Web名簿使用料、選挙関係等

　その他 ¥326,752 昨年度Joncol追加分、選挙送付制作

　支出合計 ¥25,118,530 (b)

　次年度繰越金 ¥57,547,021 (a)-(b)=(C)

　総　　計 ¥82,665,551 (a)

年度末残高内訳

残高 預け先

現金 ¥471

事務局預金 ¥47,490,722 三井住友銀行

認定医預金 ¥9,878,405 三井住友銀行

学会雑誌預金 ¥177,423 三井住友銀行

¥57,547,021 (C)

注：学会関係項目(認定医手帳を含）の数字は前が第7回後ろが第8回

事務用品・雑品費・会員証資材　　　　
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資料 5 

石田会長 

４年間の学会メインテーマに関して 

 

 これまでの学会企画、国内での疾病発生率、新しい知見、これらから判断し、

現執行部任期４年間の学会メインテーマ案を作成致しました。 

 

第９回  乳腺腫瘍 

第１０回 肝臓腫瘍 

第１１回 高分化型リンパ腫と CLL 

第１２回 副腎腫瘍 

第１３回 口腔悪性黒色種 

第１４回 泌尿器腫瘍 

第１５回 頭頚部扁平上皮癌 

第１６回 形質細胞腫瘍 



第１０回　がん学会収支予想 第６回　がん学会収支報告

収入 昨年度比 収入

　正 @ 10,000 円 380 人 3,800,000 　正 @ 10,000 円 347 人 3,470,000

　準 @ 6,000 円 2 人 12,000 　準 @ 6,000 円 2 人 12,000

　非 @ 13,000 円 21 人 273,000 　非 @ 13,000 円 21 人 273,000

4,085,000 3,755,000

正 @ 13,000 円 80 人 1,040,000 正 @ 13,000 円 53 人 689,000

準 @ 9,000 円 2 人 18,000 準 @ 9,000 円 2 人 18,000

非 @ 16,000 円 16 人 256,000 非 @ 16,000 円 16 人 256,000

1,314,000 963,000

5,399,000 4,718,000

要旨 8 冊 24,000 要旨 8 冊 24,000

展示協賛費 11 社 2,000,000 展示協賛費 11 社 940,000

要旨広告代       3 社 150,000 要旨広告代       3 社 79,000

その他 0 その他 16,500

収入合計・・・① 7,573,000 ＋1795500（＋31%） 収入合計・・・① 5,777,500

支出 支出

会場代(備品含） 5,616,555 会場代(備品含） 2,092,990

講師謝礼 講師謝礼

アルバイト代 アルバイト代

要旨発送費☆ 要旨発送費☆

案内ハガキ☆ 案内ハガキ☆

領収書・御礼状発送 領収書・御礼状発送

要旨集 要旨集

案内ハガキ☆ 案内ハガキ☆

昼食代（お弁当、茶） 300,000 昼食代（お弁当、茶） 194,550

接待、ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ等 10,000 接待、ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ等 2,888

消耗品 電池等 10,000 消耗品 電池等 6,783

交通費 交通費 50,000 交通費 交通費 38,730

会場探し設営 500,000 その他 コピー（麻布大学から夏冬で請求がきた） 115,850

支出合計・・・② 13,741,555 支出合計・・・② 6,850,927

収支合計（①－②） -6,168,555 収支合計（①－②） -1,073,427

制作費

飲食費

10000

1,625,000

10,000

事前小計

当日小計

参加費小計

参加費

事前

当日

大阪ニューオータニ

人件費

荷造運送費

20,000

180,000

1,800,000
5,400,000

1,675,000

60,000

500000

50000

3,600,000

100,000

300,000

50,000

参加費

事前

事前小計

当日

当日小計

参加費小計

大阪アカデミア

人件費
1,751,101

2,505,541
754,440

荷造運送費

96,915

164,09850,303

16,880

1,729,497
43,197

飲食費
194,550

2,888

6783

38730

115850

制作費
1,686,300



資料７ 

石田会長 

第 11回学会場候補 

 

東京駅から徒歩５分、会場費およそ 500万（現在見積もり依頼中） 

キャパシティー十分、会場全体予約可能、展示スペースも確保 

今後３年間予約可能 

 



 

 



資料 8 

石田会長 

2013〜2017年度のタイムスケジュール 

 

2013.4/1     

2013.7/6.7   ：第９回学会 

2014.1/26.26 ：第１０回学会 2014年度予算案承認 

2014.7/5.6  ：第１１回学会 

2015.1/24.25 ：第１２回学会  2015年度予算案承認 

2015.7/4.5  ：第１３回学会 次期会長選挙詳細承認 

2015.10月中 ：次期会長選挙実施 

2016.1/30.31 ：第１４回学会  2016年度予算案承認 

        次期会長承認、次期評議員選挙 

        次期理事選挙詳細承認 

2016.3月中  ：次期評議員選挙実施 

2016.5月中  ：次期理事選挙実施 

2016.7/2.3   ：第１５回学会、次期執行部・理事・評議員承認 

2017.1/28.29 ：第１６回学会   

        2017年度予算案承認（次期執行部） 

        次期執行部任期内の学会メインテーマ承認（次期執行部） 

        第１７回以降の学会の承認（次期執行部） 

2017.3/31     ：現執行部任期満了 

2017.4/1      ：次期執行部発足 

（仮）2017.7/1.2：第１７回学会 

 

 現執行部発足より半年早いスケジュールとなっている。 



資料６

	
 金額（円）	
 備　考 	
 金額（円）	
 	
 明細金額（円）	
 備　考

収入合計 40,000,000 会員数等の根拠から予測 37,000,000

（会員総数2068名：賛助含む）

前年度繰り越し金予測 57,547,021 45,202,610

総　　計 97,547,021 　(a) 82,202,610 　(a)

支出の部

会誌発行費 2,500,000 2,500,000 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 

第9・10回学会 22,000,000 10000000円増（全支出中５2%） 23,000,000 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 （2011年度	
 13000000	
 全支出中33%）

認定委員会 3,000,000 3,000,000

Joncol作成費 5,700,000 5,500,000

印刷物制作費 680,000 会員お知らせ・名刺等 650,000 会員お知らせ・名刺等

事務委託費 4,000,000 3,300,000

オーナー向けHP制作費 1,500,000 1,500,000

会員管理システム維持費用 250,000 250,000

消耗品費 840,000 800,000

手数料 470,000 450,000

通信費 420,000 電話・サーバー,メール同報代等 250,000 電話・サーバー代等

荷造送料 730,000 700,000

旅費交通費 300,000 300,000

会議費 200,000 	
 200,000 	
 

備品費 600,000 PC等 600,000 PC等

JFVSS 300,000

その他 730,000 HP管理・印刷等 700,000 HP管理・印刷等

　 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 

支出合計 44,220,000 (b) 43,700,000 (b)

次年度繰り越し金 53,327,021 (a)-(b)	
 38,502,610 (a)-(b)	
 

2013年度日本獣医がん学会予算案 2012年度日本獣医がん学会予算案


